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連
　
載

ブルネル大学にあるブルネルの
銅像（ブルネル生誕200年記念
で造られた）

久し振りにお会いした菅建彦氏

模
な
案
件
に
対
す
る
入
札
制

度
も
始
ま
っ
た
こ
と
か
ら
今

菅 

建
彦 

氏

―
― 

鉄
道
の
歴
史
と
文
化
の
伝
道
者

佐
藤
建
吉

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

NEWS

チャレンジする

～挑戦者の履歴書

Someone

第⑭回

（
公
益
財
団
法
人
交
通
協
力
会
顧
問
）

▼
イ
ギ
リ
ス
で
の
出
会
い

　
…
ブ
ル
ネ
ル

１
９
９
４
年
８
月
、
27
年

も
前
に
な
る
が
、
筆
者
は
研

究
滞
在
で
夏
休
み
か
ら
ロ
ン

ド
ン
郊
外
の
ブ
ル
ネ
ル
大
学

に
滞
在
し
た
。
機
械
工
学
科

の
ス
ト
ラ
ス
キ
ー
教
授
の
研

究
室
に
身
を
置
い
た
。
当

時
、
「
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス

法
」
と
呼
ば
れ
る
光
学
的
接

触
解
析
法
を
「
転
が
り
接
触

疲
労
」
に
適
用
す
る
た
め
で

あ
っ
た
。
そ
の
手
法
は
、
軸

受
や
鉄
道
車
輪
な
ど
の
こ
ろ

が
り
損
傷
に
応
用
で
き
る
。

実
験
装
置
の
開
発
で
、
同
学

科
の
機
械
工
場
（
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
）
の
責
任
者
、
ロ
バ

ー
ト
・
ウ
ェ
ブ
氏
と
親
し
く

な
っ
た
。
彼
は
、
毎
日
ブ
ル

ー
の
ネ
ク
タ
イ
を
し
て
い

た
。
そ
の
ネ
ク
タ
イ
の
い
わ

れ
を
聞
く
と
、
つ
い
て
来
な

さ
い
と
、
私
を
キ
ャ
ン
パ
ス

の
端
に
あ
る
窪
地
に
連
れ
て

行
っ
た
。

そ
こ
に
あ
る
の
は
、
一
段

下
が
っ
た
長
さ
50
㍍
以
上
の

直
線
状
窪
地
で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
の
鉄
道
エ

ン
ジ
ニ
ア
、
イ
ザ
ム
バ
ー

ド
・
キ
ン
グ
ダ
ム
・
ブ
ル
ネ

ル
（
１
８
０
６
～
１
８
５
９

年
）
が
敷
設
し
た
超
広
軌
鉄

道
の
切
取
り
部
（
高
低
差
を

小
さ
く
す
る
た
め
に
切
り
取

っ
た
長
い
窪
地
）
の
一
部
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
ウ
ェ
ブ

氏
が
抱
く
「
偉
大
な
エ
ン
ジ

ニ
ア
、
ブ
ル
ネ
ル
」
に
ゆ
か

り
の
遺
構
で
あ
っ
た
。
ブ
ル

ー
の
ネ
ク
タ
イ
は
、
ブ
ル
ネ

ル
協
会
の
メ
ン
バ
ー
ズ
タ
イ

で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
大
学

の
名
前
と
な
っ
て
い
る
エ
ン

ジ
ニ
ア
、
ブ
ル
ネ
ル
と
の
出

会
い
が
あ
っ
た
。

す
っ
か
り
ウ
ェ
ブ
氏
の
心

情
に
影
響
を
受
け
た
筆
者

は
、
Ｉ
Ｄ
を
も
ら
っ
て
い
た

同
大
学
の
図
書
館
で
、
開
架

さ
れ
て
い
る
ブ
ル
ネ
ル
に
関

す
る
書
籍
や
資
料
を
調
べ

た
。
さ
す
が
に
沢
山
あ
る
。

そ
う
い
え
ば
、
機
械
工
学
科

の
廊
下
に
も
イ
ザ
ム
バ
ー

ド
・
キ
ン
グ
ダ
ム
・
ブ
ル
ネ

ル
の
鉄
道
や
橋
な
ど
の
写
真

パ
ネ
ル
が
壁
面
に
掲
示
さ
れ

て
い
た
。
ま
た
キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
は
、
イ
ザ
ム
バ
ー
ド
、

サ
ル
タ
ッ
シ
ュ
、
ク
リ
フ
ト

ン
な
ど
の
ブ
ル
ネ
ル
所
縁
の

名
前
が
付
け
ら
れ
た
寄
宿
寮

が
あ
っ
た
。
ブ
ル
ネ
ル
と
い

う
人
物
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
な

ら
誰
も
が
知
り
、
自
慢
の
偉

大
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
あ
る
と

い
う
実
像
が
、
急
激
に
筆
者

に
も
染
み
て
き
た
。
結
果
、

ブ
ル
ネ
ル
と
の
強
い
関
わ
り

が
生
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

▼
菅
氏
と
の
出
会
い
…

　
ブ
ル
ネ
ル
＆

　
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン

今
回
は
、
菅
建
彦
氏
を
紹

介
す
る
の
で
あ
る
が
、
ブ
ル

ネ
ル
と
の
関
わ
り
か
ら
始
ま

っ
た
。
実
は
そ
れ
は
、
菅
氏

と
筆
者
と
の
関
わ
り
、
同
時

に
鉄
道
と
の
繋
が
り
で
も
あ

い
て
お
世
話
に
な
っ
て
い
た

が
、
今
回
、
有
楽
町
の
交
通

協
力
会
の
事
務
所
を
訪
問

し
、
２
年
振
り
に
菅
氏
を
訪

問
し
、
本
コ
ラ
ム
に
向
け
て

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

▼
鉄
道
文
化
の
発
展

機
械
学
会
の
講
演
会
の

後
、
筆
者
は
２
０
０
５
年
に

千
葉
大
学
で
菅
氏
に
講
義
し

て
頂
い
た
。
い
わ
ゆ
る
一
般

教
養
科
目
で
、「
科
学
技
術
と

現
代
社
会
」
と
い
う
科
目
で
。

ブ
ル
ネ
ル
の
事
績
ほ
か
、
技

術
史
に
つ
い
て
多
く
の
知
遇

を
得
た
方
々
に
講
義
し
て
頂

い
た
。
菅
氏
に
は
、『
科
学
技

術
と
博
物
館
の
役
割
』
と
題

し
て
お
願
い
し
た
（
２
０
０

５
年
７
月
）。
そ
の
講
義
で
菅

氏
は
、「
博
物
館
は
社
会
の
記

憶
装
置
の
一
つ
で
あ
る
。」
と

述
べ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
「
次

の
世
代
に
伝
え
る
記
憶
装
置

と
し
て
の
博
物
館
」
と
い
う

視
点
で
も
あ
っ
た
。

ま
た
筆
者
は
、
日
本
技
術

史
教
育
学
会
誌
の
編
集
長
を

し
て
い
た
の
で
、
千
葉
大
学

で
の
講
義
概
要
を
寄
稿
し
て

頂
い
た
【
註
２
】
。
そ
の
中

で
、
菅
氏
は
、
博
物
館
の
機

能
に
は
「
資
料
の
収
集
・
整

理
・
保
管
」「
調
査
研
究
」

「
展
示
」「
教
育
普
及
」
の
四

つ
を
上
げ
、
目
的
機
能
と
方

法
機
能
が
あ
る
と
し
た
。

交
通
博
物
館
は
１
９
２
１

年
（
大
正
10
年
）
に
鉄
道
省

が
鉄
道
開
業
50
周
年
記
念
事

業
の
一
つ
と
し
て
、
東
京
駅

北
側
に
あ
っ
た
鉄
道
博
物
館

が
、
秋
葉
原
駅
近
く
の
神
田

須
田
町
に
移
転
し
た
も
の

で
、
そ
の
後
、
交
通
博
物
館

と
改
称
、
国
鉄
民
営
化
後
は

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
運
営
し
て
い

た
。
こ
の
交
通
博
物
館
は
２

０
０
６
年
に
閉
館
と
な
り
、

翌
２
０
０
７
年
に
は
同
館
の

所
蔵
品
を
受
け
継
い
で
大
宮

に
鉄
道
博
物
館
が
開
設
さ
れ

た
の
で
、
菅
氏
は
最
後
の
交

通
博
物
館
長
と
な
っ
た
。
新

設
の
鉄
道
博
物
館
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
様
々
な
意
見
を

具
申
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。そ

う
し
た
関
係
か
ら
大
宮

の
鉄
道
博
物
館
の
建
設
中

に
、
特
別
に
菅
氏
に
現
地
案

内
を
し
て
頂
い
た
。
こ
れ

は
、
同
行
し
た
千
葉
大
学
学

生
が
卒
業
論
文
「
博
物
館
／

美
術
館
を
核
と
し
た
都
市
づ

く
り
に
お
け
る
コ
ン
テ
ク
ス

ト
の
復
権
」
の
中
に
取
り
纏

め
て
い
る
。

▼
鉄
道
技
術
と
文
化
の

　
伝
道
者
と
し
て

菅
氏
は
、
ロ
ン
ド
ン
と
パ

リ
に
駐
在
さ
れ
て
、
鉄
道
に

関
す
る
発
展
に
お
け
る
欧
米

の
歴
史
と
動
向
に
つ
い
て
詳

し
い
。
そ
の
視
点
に
は
、

「
鉄
道
の
父
」
の
ロ
バ
ー
ト
・

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ソ
ン
と
他
の

エ
ン
ジ
ニ
ア
の
登
場
と
割
拠

を
知
り
背
景
と
さ
れ
て
い

る
。
同
時
に
「
天
才
エ
ン
ジ

ニ
ア
」
と
い
わ
れ
る
ブ
ル
ネ

ル
に
つ
い
て
の
理
解
と
評
価

と
い
う
面
で
特
異
で
あ
る
。

そ
う
し
た
視
点
を
持
た
れ
た

理
由
を
、
今
回
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
お
聞
き
す
る
こ
と
が

出
来
た
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
先
述
し

た
よ
う
に
菅
氏
は
、
国
鉄
入

社
し
、
土
木
建
築
界
の
重
鎮

の
藤
井
松
太
郎
国
鉄
総
裁
秘

書
と
し
て
の
職
務
か
ら
、
応

対
す
る
鉄
道
関
係
の
技
術
者

か
ら
、
係
る
技
術
と
技
術
者

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ソ
ン
を
、
第

二
部
に
イ
ザ
ム
バ
ー
ド
・
キ

ン
グ
ダ
ム
・
ブ
ル
ネ
ル
を
解

説
し
て
い
る
。
そ
の
構
成
に

お
い
て
、
第
一
部
は
15
章
で

１
１
２
㌻
、
第
二
部
は
１
９

章
で
１
４
３
㌻
と
な
っ
て
お

り
、
ブ
ル
ネ
ル
に
つ
い
て
多

く
の
ペ
ー
ジ
を
割
い
て
い
る
。

日
本
人
は
、
ロ
バ
ー
ト
・

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ソ
ン
（
１
８

０
３
～
１
８
５
９
年
）
に
つ

い
て
は
、
周
知
し
て
は
ず
で

あ
る
が
、
ブ
ル
ネ
ル
に
つ
い

て
は
未
知
の
人
が
多
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
…
。
菅
氏

も
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
イ

ギ
リ
ス
に
駐
在
し
、
イ
ギ
リ

ス
の
鉄
道
の
発
展
に
お
い
て

ブ
ル
ネ
ル
は
話
題
の
多
い
エ

ン
ジ
ニ
ア
で
あ
る
と
の
表
れ

で
あ
る
と
思
わ
れ
、
嬉
し

い
。
な
お
、
ブ
ル
ネ
ル
の
名

前
は
、
鉄
道
に
関
す
る
デ
ザ

イ
ン
賞
で
あ
る
「
ブ
ル
ネ
ル

賞
」
に
冠
さ
れ
て
い
る
。

菅
氏
と
筆
者
の
最
初
の
出

会
い
は
、
２
０
０
４
年
12
月

11
日
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
、
日
本
機
械
学
会
の

技
術
と
社
会
部
門
の
恒
例
講

演
会
「
過
去
か
ら
未
来
を
訪

ね
る
」
の
筆
者
の
企
画
で
、

講
演
を
お
願
い
し
た
こ
と
に

始
ま
る
。プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、

『
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
魁
（
さ

き
が
け
），
ブ
ル
ネ
ル
と
ス

チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
の
対
比
』
菅 

建
彦
（
交
通
博
物
館
）

と
あ
る
。

こ
こ
で
、
菅
建
彦
氏
の
経

歴
を
紹
介
さ
せ
て
頂
く
。

１
９
４
０
年　

東
京
生
ま
れ

１
９
６
５
年　

東
京
大
学
法

学
部
卒
業

同
年　

日
本
国
有
鉄
道
に
入

社
、
東
京
鉄
道
管
理
局
、

金
沢
鉄
道
管
理
局
、
本
社

職
員
局
、
藤
井
総
裁
付
秘

書
、
経
理
局
勤
務

１
９
８
０
年　

国
際
観
光
振

興
局
ロ
ン
ド
ン
観
光
宣
伝

事
務
所
勤
務

１
９
８
３
年　

帰
国
、
国
鉄

に
復
帰
し
経
理
局
、
自
動

車
局
に
勤
務

１
９
８
６
年　

パ
リ
国
鉄
事

務
所
長

１
９
８
７
年
４
月
か
ら　

東

日
本
旅
客
鉄
道
（
株
）
パ

リ
事
務
所
長

１
９
９
２
年　

帰
国

１
９
９
３
年　

東
日
本
鉄
道

文
化
財
団
専
務
理
事

２
０
０
３
年　

交
通
文
化
振

興
財
団
理
事
長
兼
交
通
博

物
館
館
長

２
０
０
７
年　

交
通
協
力
会

理
事
長
、
同
会
長
を
経
て
２

０
１
９
年
か
ら
現
職

な
ど
の
仕
事
を
経
験
さ
れ

て
い
る
。

筆
者
と
出
会
い
と
な
っ
た

２
０
０
４
年
は
、
交
通
博
物

館
の
所
長
を
さ
れ
て
い
た
。

以
来
、
菅
氏
に
は
諸
事
に
つ

さ
ら
に
鉄
道
の
発
祥
地
の

イ
ギ
リ
ス
に
行
か
れ
、
鉄
道

の
発
展
の
歴
史
と
現
場
、
そ

の
背
景
な
ど
に
つ
い
て
踏
査

さ
れ
た
。
中
で
も
、
関
心
を

持
た
れ
た
の
が
、
ス
テ
ィ
ー

ヴ
ィ
ン
ソ
ン
父
子
と
ブ
ル
ネ

ル
父
子
の
相
違
や
対
比
で
あ

っ
た
。
そ
れ
を
、
日
本
鉄
道

施
設
協
会
発
行
の
月
刊
誌

「
鉄
道
土
木
」
に
１
９
８
４

年
８
月
号
～
１
９
８
６
年
２

月
号
に
『
英
雄
時
代
の
技
師

た
ち
』
と
し
て
連
載
さ
れ
た

と
い
う
。

今
回
、
単
行
本
と
な
っ
た

『
英
雄
時
代
の
鉄
道
技
師
た

ち
』
を
読
み
直
し
た
が
、
そ

の
中
に
綴
ら
れ
て
い
る
な
か

に
、
菅
氏
な
ら
で
は
の
現
場

を
踏
査
し
理
解
し
た
多
彩
な

視
野
か
ら
の
筆
づ
か
い
を
感

じ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
ロ
ン
ド

ン
と
パ
リ
で
の
経
験
に
根
差

す
も
の
だ
ろ
う
。

ま
た
、
東
日
本
鉄
道
文
化

財
団
移
籍
後
に
書
か
れ
た

『
世
界
の
鉄
道
発
達
小
史
』

も
、
同
じ
く
鉄
道
の
歴
史
と

技
術
に
つ
い
て
展
望
で
あ
り

集
大
成
で
あ
る
。
菅
氏
で
な

け
れ
ば
書
け
な
い
ま
さ
に
世

界
的
か
つ
過
現
未
の
パ
ー
ス

ペ
ク
ト
で
あ
る
と
い
え
よ

う
。
と
く
に
、
鉄
道
文
化
の

血
潮
が
文
中
に
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ

る
。
こ
の
小
史
は
、
展
示
会

『
鉄
道
と
絵
画
』
の
図
録
に
書

か
れ
た
も
の
で
あ
る
【
註
３
】。

そ
の
小
見
出
し
を
列
挙
す

る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「
鉄
道
の
起
源
」「
蒸
気
機
関

車
の
開
発
と
蒸
気
鉄
道
の
誕

生
」「
鉄
道
網
の
拡
大
と
土

木
技
術
の
発
達
」「
大
都
市

の
鉄
道
タ
ー
ミ
ナ
ル
」「
世

界
に
広
が
る
鉄
道
」「
辺
境

の
克
服
―
大
陸
横
断
鉄
道
」

「
巨
大
技
術
の
実
現
―
長
大

ト
ン
ネ
ル
と
大
橋
梁
」「
都

市
鉄
道
の
発
展
」「
鉄
道
が

育
ん
だ
大
衆
文
化
」「
黄
金

時
代
か
ら
凋
落
へ
」「
鉄
道

の
未
来
を
拓
い
た
日
本
」。

こ
の
よ
う
に
技
術
は
、
誕

生
と
開
発
、
そ
し
て
進
歩
と

転
換
と
い
う
過
程
を
経
る
。

技
術
は
、
つ
く
ら
れ
活
か
さ

れ
る
が
、
そ
こ
に
は
人
間
が

関
わ
り
、
多
面
的
な
視
野
や

判
断
が
必
然
で
あ
る
。
そ
の

局
面
で
菅
氏
は
、
海
外
事
情

に
詳
し
く
、
し
か
も
技
術
管

理
と
法
律
財
務
管
理
に
も
明

る
い
視
点
は
、
鉄
道
文
化
の

伝
道
者
と
し
て
は
適
役
で
あ

る
。
そ
う
し
た
局
面
を
、
著

作
に
見
出
す
こ
と
が
出
来

る
。
今
回
引
用
し
た
『
英
雄

時
代
の
鉄
道
技
師
た
ち
』
と

『
世
界
の
鉄
道
発
達
小
史
』

は
、
秀
逸
で
あ
る
。

▼
２
０
２
２
年
は

　
鉄
道
開
業
１
５
０
年

鉄
道
の
起
源
時
に
お
い
て

は
、
発
明
家
や
変
革
者
と
し

て
の
人
物
の
存
在
が
重
要
で

あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
人
物
と

背
景
を
押
さ
え
る
こ
と
は
、

今
後
の
、
将
来
の
、
未
来
に

お
け
る
改
革
を
教
育
と
し
て

と
ら
え
る
面
か
ら
重
要
な
視

点
で
あ
る
。
こ
こ
に
、「
過

去
か
ら
未
来
を
訪
ね
る
」
と

い
う
視
点
が
生
ま
れ
る
。
そ

れ
は
、「
技
術
の
歴
史
は
人

の
歴
史
、
人
の
歴
史
は
技
術

の
歴
史
」
と
い
え
そ
う
だ
。

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ト
レ
ヴ
ィ

シ
ッ
ク
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ス
テ

ィ
ー
ヴ
ン
ソ
ン
、
ロ
バ
ー

ト
・
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ソ
ン
、

イ
ザ
ム
バ
ー
ド
・
キ
ン
グ
ダ

ム
・
ブ
ル
ネ
ル
の
よ
う
な
人

物
で
あ
る
。
そ
の
局
面
で

は
、
機
関
車
の
ほ
か
、
軌

道
、
ト
ン
ネ
ル
、
橋
梁
、
そ

し
て
駅
舎
、
信
号
な
ど
施
設

や
設
備
の
、「
誕
生
と
開

発
」
と
い
う
黎
明
期
か
ら
、

「
改
良
と
変
革
」
と
い
う
発

展
期
の
技
術
史
と
な
る
。
こ

れ
ら
は
、
欧
米
が
土
俵
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
後
は
日
本
の

時
代
に
な
る
。
日
本
の
、
と

く
に
国
鉄
の
役
割
は
大
き

い
。
狭
軌
鉄
道
の
制
約
の

下
、
安
全
と
高
速
化
の
性
能

向
上
へ
取
り
組
み
と
実
践

は
、
自
動
車
や
飛
行
機
と
い

う
ラ
イ
バ
ル
の
侵
攻
か
ら
、

「
新
幹
線
」
を
登
場
さ
せ
変

革
を
世
界
に
つ
く
り
出
し

た
。
そ
の
中
に
も
、
国
鉄
の

鉄
道
と
土
木
の
エ
ン
ジ
ニ
ア

の
役
割
は
大
き
い
と
い
え
る
。

来
年
２
０
２
２
年
10
月

は
、
日
本
で
鉄
道
が
開
業
し

て
１
５
０
年
に
な
る
と
い

う
。
イ
ギ
リ
ス
に
約
半
世
紀

遅
れ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
日
本

の
鉄
道
は
、
そ
の
後
急
速
に

発
展
し
て
先
進
国
に
追
い
つ

き
、
今
で
は
世
界
を
リ
ー
ド

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
菅
氏

が
顧
問
を
務
め
る
交
通
協
力

会
は
、
国
交
省
、
Ｊ
Ｒ
各

社
、
民
営
鉄
道
協
会
な
ど
す

べ
て
の
鉄
道
関
係
者
の
協
力

を
得
て
、『
鉄
道
百
五
十
年

史
』
の
編
纂
に
取
り
組
ん
で

い
る
そ
う
で
あ
る
。
内
外
の

鉄
道
の
歴
史
と
社
会
的
・
文

化
的
背
景
を
熟
知
す
る
菅
氏

に
、
鉄
道
の
歴
史
と
文
化
の

伝
道
者
と
し
て
さ
ら
に
活
躍

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。

鉄
道
は
、
そ
の
技
術
、
さ

ら
に
文
化
と
い
う
面
で
筆
者

に
と
っ
て
も
興
味
深
い
。
鉄

道
に
は
子
供
か
ら
大
人
ま
で

多
彩
な
鉄
道
マ
ニ
ア
が
い

る
。
日
常
の
暮
ら
し
に
お
い

て
必
須
な
都
市
交
通
手
段
で

あ
り
、
走
る
機
械
で
あ
る
。

鉄
道
に
魅
せ
ら
れ
る
心
象
に

は
原
点
が
あ
る
。
そ
の
深
淵

を
知
る
菅
氏
に
は
、
今
後
も

大
い
に
語
り
綴
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
う
。

【
註
１
】
『
英
雄
時
代
の
鉄
道

技
師
た
ち
』
―
技
術
の
源
流

を
イ
ギ
リ
ス
に
た
ど
る
、
山

海
堂
、
１
９
８
７
年
発
行
。

【
註
２
】
『
科
学
技
術
と
博
物

館
の
役
割
』、
技
術
史
教
育

学
会
誌
（
第
12
巻
第
２
号
、

ｐ
３
～
７
、
２
０
１
１
年
）
。

【
註
３
】
『
世
界
の
鉄
道
発
達

小
史
』
、
鉄
道
と
絵
画
（
ｐ

２
３
１
～
２
３
５
、
西
日
本

新
聞
社
、
２
０
０
３
年
）。

像
に
つ
い
て
直

に
学
ば
れ
、
し

か
も
経
理
部
門

の
職
務
、
そ
し

て
法
律
知
識
に

よ
り
、
技
術
を

評
価
す
る
眼
力

と
一
家
言
を
持

た
れ
た
よ
う
だ
。

っ
た
か
ら
で
あ

る
。
１
９
８
７

年
に
菅
建
彦
氏

は
、
名
著
『
英

雄
時
代
の
鉄
道

技
師
た
ち
』
を

上
梓
し
て
い
る

【
註
１
】
。
同
著

で
は
、
第
一
部

に
ロ
バ
ー
ト
・


